
　寒暖差によって血圧が急上昇・急降下することにより、血管や心臓に大きな負担がかかる事を
言います。負担がかかると、意識喪失や脳卒中、心筋梗塞などが発生しやすくなり、死亡に至る
こともあります。

「
1
0
3
万
円
の
壁
」と
地
方
交
付
税

す
。
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
御
代
田

町
は
、
目
下
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
進
め
て
い

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
修
繕
の
ペ
ー
ス
を

少
し
緩
め
る
こ
と
で
対
応
は
十
分
可
能

で
す
。

　
自
治
体
の
減
収
に
は
国
が
対
応
す
る

の
が
基
本
ル
ー
ル
で
す
。
こ
れ
自
体
が

健
全
な
こ
と
か
ど
う
か
に
は
議
論
が

あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
こ
の
ル
ー
ル
で
い
つ
も
減
収
を

カ
バ
ー
さ
れ
て
き
た
自
治
体
が
、
１
０

３
万
円
の
壁
の
時
だ
け
こ
の
ル
ー
ル
を

忘
れ
た
よ
う
に
発
信
す
る
の
は
、
ミ
ス

リ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。
国
政
に
は
、

自
治
体
、
納
税
者
が
と
も
に
ハ
ッ
ピ
ー

な
落
と
し
ど
こ
ろ
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

準
財
政
収
入
額
が
そ
の
ま
ま
１
億
円
増

え
る
と
、
結
果
的
に
地
方
交
付
税
が
１

億
円
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
治
体
が

人
口
増
へ
の
努
力
や
、
税
金
の
滞
納
対

策
な
ど
を
す
る
理
由
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
努
力
し
て
も
し
な
く
て
も

同
じ
だ
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
基
準
財
政
収
入
額

の
計
算
時
、
町
民
税
等
の
税
収
は
75
％

で
計
算
す
る
こ
と
と
し
て
あ
り
ま
す
。

税
収
が
１
億
円
増
え
て
も
基
準
財
政
収

入
額
は
７
５
０
０
万
円
増
え
る（
＝
地

方
交
付
税
は
７
５
０
０
万
円
減
る
）だ

け
な
の
で
、
２
５
０
０
万
円
、
町
の
手

許
に
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
壁
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
も

国
が
カ
バ
ー
、が
基
本
ル
ー
ル

　
で
は
、
現
在
議
論
が
進
む
１
０
３
万

円
の
壁
、
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
。
引
き
上
げ
額
に

よ
っ
て
は
、
御
代
田
町
の
税
収
は
１
億

円
減
収
、
な
ど
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
の
75
％
ル
ー

ル
に
従
う
と
、
国
の
交
付
税
は
７
５
０

０
万
円
増
え
ま
す
。
実
質
的
に
は
２
５

０
０
万
円
の
減
収
に
と
ど
ま
る
わ
け
で

り
財
政
力
指
数
が
０
・
５
９
な
の
で
、

６
割
自
治
、
で
し
ょ
う
か
。

　
国
か
ら
く
る
７
割
、
に
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、
大
ま
か
に

言
っ
て
、
補
助
金
等
と
言
わ
れ
る
国
庫

支
出
金
と
、
地
方
交
付
税
の
２
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
２
つ
の
大
き
な
違
い
は
、

国
庫
支
出
金
は
基
本
的
に
使
い
道
が
決

ま
っ
て
い
る
こ
と（
ひ
も
付
き
、
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）、
地
方
交

付
税
は
使
い
道
が
一
応
自
由
で
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
計
算
は
、
あ
え
て
木

で
鼻
を
く
く
る
よ
う
な
言
い
方
を
す
る

と
、「
基
準
財
政
収
入
額
」が「
基
準
財

政
需
要
額
」を
下
回
っ
た
時
、
そ
の
差

額
を
国
が
地
方
交
付
税
と
し
て
支
払
い

ま
す
、
と
い
う
も
の
で
す
。
今
年
度
は

基
準
財
政
収
入
額
が
24
億
３
０
０
０
万

円
、
基
準
財
政
需
要
額
が
39
億
２
０
０

０
万
円
な
の
で
、
差
額
の
14
億
９
０
０

０
万
円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
８
月
初

め
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

収
入
増
へ
の
取
り
組
み
に一

部
配
慮

　
仮
に
、
税
収
が
１
億
円
増
え
て
、
基

　

11
月
中
旬
、
Ｘ（
旧
T
w
i
t
t
e
r
）

で
、
い
わ
ゆ
る
１
０
３
万
円
の
壁
問
題

に
つ
い
て
冷
静
な
議
論
の
た
め
の
情
報

提
供
を
し
た
と
こ
ろ
、
１
万
近
い「
い

い
ね
！
」が
つ
く
な
ど
想
定
外
の
反
響

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｔ
Ｂ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
朝
日
の
情
報
番
組
、
東
京

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
テ
レ
ビ
の
討
論
番
組
、

Y
o
u
T
u
b
e
番
組
等
に
出
演
し
、

ご
覧
い
た
だ
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
冷
静
な
議
論

に
資
す
る
情
報
提
供
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
た
ま
た
ま
、
今
回
予
定
し
て
い
た
地

方
交
付
税
に
関
連
す
る
話
題
で
し
た
の

で
、
１
０
３
万
円
の
壁
問
題
に
も
触
れ

る
形
で
論
を
進
め
ま
す
。

収
入
と
必
要
額
の
差
を

国
が
く
れ
る
制
度

　
昔
か
ら「
３
割
自
治
」と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
地
方
は
必
要
額
の
３
割
し

か
税
収
が
な
く
、
７
割
は
国
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
、
と
揶
揄
す
る
言
葉
で
す
。

正
直
、
そ
れ
自
体
は
そ
の
通
り
で
、
反

論
の
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み

に
、
御
代
田
町
は
11
月
号
で
書
い
た
通

　
次
回
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
財
政
に

対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

 

今
回
の
結
論

 

減
収
へ
の

　
　
　
過
度
な
心
配
は
不
要

過去の講座は
こちらより

ご覧いただけます

町長財政講座9

消防署消防署 みなさんへみなさんへ御代田 から

問い合わせ先  佐久広域連合消防本部  御代田消防署 （32）0119  ※お掛け間違いにご注意ください。

ヒートショックに 注 意 ! !ヒートショックに 注 意 ! !

・ヒートショックは、冬の夜から朝にかけて寒い時期。
・若い人に比べ、高齢者に多く発生します。特 徴

ヒートショックとは？

これから特に
注意が必要な時期に

なってきます!!

普通救命講習Ⅰ　開催のお知らせ

開催日 開催場所 開催時間 定員 申込期間

3月8日（土） 御代田消防署 午前9時～正午 20名 2月7日（金）～ 2月26日（水）

申 請 方 法　御代田消防署へ直接電話、または申請用紙にご記入の上、最寄りの消防署へご提出ください。
服装・持ち物　実技が実施できる服装、筆記用具
※申請用紙は佐久広域連合消防本部ホームページまたは各消防署にございます。
※定員に達した時点で締め切りとします。
※申し込み後のキャンセルについては、早めに御代田消防署へご連絡ください。
※不明な点がございましたら、御代田消防署までお問合せ下さい。

予防しましょう
（１）入浴前に脱衣場と浴室を暖かくしておく。
（２）湯船につかる前に、シャワーやかけ湯で体を温める。 
（３）お風呂の温度は38～40℃とし、長湯を避ける。 
（４）お風呂から出る時はゆっくりと立ち上がる。
（５）入浴前は飲酒を控え、入浴前後に水分補給をする。
（６）家庭内で「見守り体制」をつくる。家族がいる時間に入浴し、定期的に声掛けを行う。

こんなところに
注意が必要!!

居　間

屋　内

暖かい
脱衣所
浴　室
トイレ
洗面所

寒 い

暖かい室内 寒い脱衣所 寒い浴室 暑い浴室内

血圧
安定 上昇 急降下

ヒートショックへ

寒 暖 差寒 暖 差
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